
議
員
提
出
第
十
号
議
案

遠
洋
及
び
近
海
ま
ぐ
ろ
不
要
漁
船
処
理
費
交
付
金
に
関
す
る
意
見
書

最
近
の
世
界
的
な
魚
食
志
向
の
高
ま
り
を
受
け
た
乱
獲
に
よ
り
、
ま
ぐ
ろ
類
資
源
の
状
況
が
急
速
に
悪
化
し
た

こ
と
を
受
け
、
各
海
域
の
資
源
管
理
機
構
は
大
幅
な
漁
獲
削
減
策
を
実
行
す
る
こ
と
に
な
り
、
平
成
二
十
年
十

一
月
の
大
西
洋
ま
ぐ
ろ
類
保
存
国
際
委
員
会
（
Ｉ
Ｃ
Ｃ
Ａ
Ｔ
）
に
お
い
て
大
西
洋
く
ろ
ま
ぐ
ろ
漁
獲
量
の
三
割
削
減

が
、
ま
た
、
同
年
十
二
月
の
中
西
部
大
平
洋
ま
ぐ
ろ
類
委
員
会
（
Ｗ
Ｃ
Ｐ
Ｆ
Ｃ
）
に
お
い
て
め
ば
ち
ま
ぐ
ろ
漁
獲
量
の

三
割
削
減
が
合
意
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
国
際
情
勢
に
お
い
て
、
我
が
国
と
し
て
も
国
際
漁
業
再
編
対
策
が
避
け
て
通
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
国

は
遠
洋
ま
ぐ
ろ
は
え
縄
及
び
近
海
ま
ぐ
ろ
は
え
縄
漁
業
に
対
し
、
「
国
際
漁
業
再
編
対
策
に
つ
い
て

」
（
平
成
元
年

十
二
月
二
十
二
日
閣
議
了
解
）
に
基
づ
い
た
対
策
と
し
て
、
一
定
額
の
救
済
費
交
付
金
と
と
も
に
不
要
漁
船
処
理

費
交
付
金
を
交
付
す
る
こ
と
と
し
た
。

し
か
し
、
不
要
漁
船
処
理
費
交
付
金
は
処
理
費
の
約
三
分
の
二
が
交
付
さ
れ
る
の
み
で
あ
り
、
長
期
間
に
わ
た

る
漁
獲
不
振
と
魚
価
の
低
迷
に
加
え
、
一
昨
年
以
降
の
急
激
な
燃
油
高
騰
に
よ
っ
て
経
営
状
況
が
大
幅
に
悪
化
し

て
い
る
漁
船
所
有
者
に
と
っ
て
処
理
費
の
負
担
は
死
活
問
題
に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
地
域
の
関
係
業

界
等
に
与
え
る
影
響
も
計
り
知
れ
ず
、
地
域
経
済
の
更
な
る
衰
退
も
予
想
さ
れ
る
。

よ
っ
て
、
国
会
及
び
政
府
に
お
か
れ
て
は
、
都
道
府
県
財
政
の
現
状
と
遠
洋
及
び
近
海
ま
ぐ
ろ
は
え
縄
漁
業
を

取
り
巻
く
事
情
を
踏
ま
え
、
国
際
漁
業
再
編
対
策
を
円
滑
に
推
進
し
、
地
方
経
済
へ
の
影
響
を
最
小
限
に
す
る
た

め
、
不
要
漁
船
処
理
費
の
全
額
を
国
に
お
い
て
交
付
さ
れ
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

右
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。

平
成
二
十
一
年
三
月
二
十
六
日

大
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議
長
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